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（協） 千葉電友会 だより （１）

ご 挨 拶

千 葉 市 長 松 井 旭

こ の度、 協同組 合千 葉電友会 皆様方の機関 紙 「電友会 だより第十号」 が、 発刊され

ま し たこ と
、 心 か らお 祝 い を 申 し 上 げま す。

皆 様方には、 日 頃より、 岩崎 理事 長さ んを 先頭 に一致協力さ れ、 業界の発展はもと

より著 しく技術革新 が進む中、 適切 に対応さ れ、 便利で快適な市民生活づくりに多大

のご尽力をいた だいておりますこと、 心 から敬意と感謝の意を表する次第であります。

と こ ろ で、 本 市 は、 政 令 指 定 都 市 移 行 以 来、 四 年 目 を 迎 え、 順 調 に 大 都 市
づ くり が

進渉 してい る と ころ で す が
、
特 に 今年 は

、 中央 区 役所 新 庁 舎・ 新 浜 リサイ ク ルセ ンタ ー

のオー プンや美術館の竣工、 また都市モノ レールの千葉駅と千葉みなと駅問の開通、

さらには、 駅前地下道の開通、 そ して、 千葉急行線の千原 台駅までの乗 り入れ等によ

り、 都市機能の充実・市民生活の向上が飛躍 的に図られております。

ま た、 「第五次 五か年計 画」 の最終年次 と して、 目標達 成に向け、 確 実な推進に努

める とともに、 次期 五か年計画 への展開等 を勘案し、 適切 な対応を図っ ております。

私 は、 今後とも、 「人間尊重 ・市民生活優 先」 を市 政運 営の基本理念と して、 八十

五万 市民 一人ひとり が、 豊かさ とゆとりを実 感でき、 誇りと愛着を持って、 安心 して

住み続 けられる都市づくりをめ ざして、 市政 運営に全力を傾注 して参る所存であり ま

す 。

どうか、 貴組合皆様方には、 このような市政の現況を ご理解いただきまして、 郷 土

千 葉 市 の さ ら な る 飛 躍 ・ 発 展 の た め、 一層 の お 力 添 え を 賜 り ま す よう、 心 か らお 願 い

申しあ げる次第であります。

おわりに、 協 同組合千葉電友会のますますの ご発展と、 会員 皆様方 のご健勝・ ご活

躍 をお祈 りいたしま して祝 辞といた します。



（２） （協） 千葉電友会だより

川 遊 びの 想 い出

財団法人千葉市都市整備公社 副理事長 １ｊ、 川 俊 夫

私 は、
川 が 大 好 き で す。 い や、 川 遊 び が 大 好き とい っ た ほう が当 た っ て いる

か も し

れ ま せ ん。

早春、 遠くの山は一面の雪景色。 近くの田ん ぼにはところ どころに雪
と白く光った氷

が残り、 畔に残った雪の上には点々と鳥の足跡がついていて、 その上
を長靴で歩くと

グズッ、 グ
ズ ッ とい う 音 がして、

注 意を して歩 か ない と、 た
ま に 雪 の下 に凹 地が あ り、

足 を と ら れて 転 びま した。

青 天 の 日の 午 前 中 に 巾３～４メ ー ト ル、 深 さ 約５０
セ ン チ 流 れの 速 い 川 の両 岸 に、

そ れ

ぞれ１～２名 つつ、 一人は竹の 先に近くの鍛 冶屋さ んに頼 んで
作っ ても らっ たヤスを 持

ち、 もう一人は竹の棒と魚籠 を持っ て魚の 隠れていそう な所
をさがしては、 棒をつ つ

き魚を追い出す。 追い出された魚 （フナ、 ナマ
ズ） は、 寒い時期なので勢いよく逃 げ

ら れ ず、 ヤ ス を 持 っ た 者 が
こ れを 仕 止 める の で す。

初 夏。 田 植
え が過 ぎた こ ろ、 近

く の 小川 に、
田 ん ぼに 産 卵 の た め に 遡る ドジ ョ ウ を

獲 る ため に、 竹
で 編 ん だ 籏を 仕 掛 け、

よ く 取 り ま した。

夏、 海へ 流 れ 出る 河 口 で、 仲 間の 者
と 一 緒 に、 朝 か ら 夕 方 ま で 一 日 中水 遊 びを し、

帰 り に は、 ヤ ス でつ い た 蟹 と 足 で は さ ん で
とっ た 蛤 を も っ て帰 り ま し た。

晩秋。 私の最 も好き な季節 です。

春先に遡上した魚たちが大きくなって戻っ てきます。 流れの速い所では釣 りを楽しみ、

流 れ の 緩 や か な 澱 で は、 田 ん ぼ 等 か らス コ ッ
プで 土 を切 り 出 し、

川 を 堰 き 止 め、
バ ケ



（協） 千葉 電友会だより （３）

ッで水を掻い出す掻い堀りを よくやりま した。 川の土手 が崩れないよう棒抗で土止 め

が して い る 間か ら、 ナ マ
ズ
、 フ ナ、 コ イ、 ウ ナ ギ 等 が出 て き た 姿 は、

今 でも 夢 に 見 る

こ と が あ り ま す。

１０年 程 前 か ら、 渓 流 釣 り を は じめ ま した。

イ ワ ナ、 ヤ マ メ 等 の よ く 釣 れ る 所 は 必 ず山 の 傾 斜 が き つ く、 人 が よ つ ん ばい に なっ て

や っ と 登 れ る よ う な と こ ろ で、 川 の 中 に は 岩 石 が 飛 び出 し、
と こ ろ どこ ろ平 ら な 瀬 は

流れが急で、 周辺から樹木がおおいかぶさるよう に繁って、 釣 り竿が自由にふ れな い

と こ ろ で あ り ま す。

朝４時半に起床 し、 中流域の川から、 約１時間かけて餌の川虫 を取ります。 水が冷 た

く て 手 が 真 っ 赤 に な り、 痺 れ る よう に 痛 く な る 餌 取 り が 終 わる と、 上 流域 に 向 い、 い

よいよ本番の竿を出します。 渓流を約２時間位歩くと疲れで足 があ がらなくなります。

（常日頃の不摂生を反省するとき。） その時は、 澱みの所で竿がやっ とふ れるとこ ろ

を さ が し
、
一 息 入 れ、 そ の 後 ま た 上 流 へ と 進 みま す。

渓 流釣 り の 時 期 は、 五 月 雨 の 季節。 場 所 は、 東北 の 川。 渓流 は 知り つ く して いる 川 で

も、 前 年 の 台 風、 大 雨 等 で 流 れ が 変 化 して おり、 な か な か面 白 い。

緑があって拙文を読 まれている皆 様方も、 五月 雨の合間に初 夏の日 ざしを受 けて、

若葉が騒ついてる渓流の中のトンガリ岩の上に腰 をかけ、 日頃 の雑事を忘れ、 釣り 竿

をふ
．
っ て い る 自 分 の姿 を 想 像 し て 一 度 出 か け てみ ま せ ん か。

選 露



（４） （協） 千葉電友会 だより

ランプ生活と電気

千 葉 市 建 築 部 長 三 橋 功

今年は、 終戦５０年を経て半世 紀という節目 を迎え、 悲惨な戦争を二度と繰り返さ な

い 様 平 和 を 願 っ て、 広 島 ・ 長 崎 を は じ め
と し て 様々 な 式 典 が 挙 行 さ れ ま し た。

本市でも、 千葉中央駅前に平 和への願いを込めて、 平和 都市宣言記念像
が建立さ れ

ま した
。 日
本 は
、
こ の 半 世 紀 の 間 平 和 に 過 ごさ れ て 来 ま した が、 い

ま だ
、 世 界 の 何 処

かで戦 争が繰り返されております。 世界の平和は遠いようです。

戦後、 電気機器類の発展は目覚ま しく、
生活に便利さをもた らしてきま した。

今 か ら５０年 前、 丁 度、 終 戦 の 年 に な り
ま すが、 昭 和２０年３月１０日 の

東 京 大 空襲 に よ っ

て田舎 へ疎開していた 時代で した。

田舎と 云っても、 茨 城県水戸市か ら数１０キロ程 しか離 れてい
ない関東平野 の穀倉地 帯

で し た
。 私
は
、
小 学 生３、 ４

年 頃 の１年 半 程 で し た が、 電 気 の な い 暗い ラ ン プ 生 活 を 体

験し た 事 があり ま した。 夏 は 日 没 が遅い の で 暗くな る の は遅 い も のの、 冬 とも な る と、

午後４時を過ぎ れ ば早ばやと 日が暮 れて しま い、 あと はラ ンプのほの かな 炎と、 囲 炉

裏に燃えている 火が唯一の照明で した。

今では、 尾瀬や富 士山の山小屋 でも発電機 によって照明されております が、 その 時

代、 発 電 機
と て な く、 夜 は

暗く な れ ば早 く 寝 る こと、 朝 は早 起 き とい っ た 生活 で した。

都会で育った私には、 暗いランプ生活がいやで早く東京へ帰えりたいと思っており ま

したが、 家庭の 事情で小学校４年の中頃ま でラン プ生活 でした。 こん な生活も今で は

遠い思い 出の ひとつと して懐 しく思っております。
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水やガスな どのライ フライ ンの重要さは 勿論、 電気も また人間の生 活を支える源 で

あ り、 人生 を 明 かる く ゆ た か さ をも た らせ てく れる 源 で あ ろう と 思 い ま す。

私 達 の 周 囲 に は、 テ レ ビ、
電気 冷 蔵 庫、 エ アコ ン、 電 子 レ ン ジ等 多 く の 電 気 機 器 類

が あ り ま す。 そ して、 夜 を 彩 る イ ル ミ ネ ー ショ ン、 高 層 ビ ル群 の 照 明、 タ ワ ー や 大 型

橋梁等のライ ト アッ プは殆ん どが電気をエネ ルギーと しており、 私達の生活に欠か す

事の出来ないものと して、 この重要性を改めて痛感 しております。

千葉電友会の皆様方には、 施工研究会を通 じて情報交換 し、 各種公共施設建設 の た

め、 施工 技術 への向上に取り組んで頂き 大変感謝いたしております。

そして、 電気技師として、 施工管理者 と して電気工 事に携 わる皆 様方が日頃は 熱心

に研究、 研鎭 を積み、 優 良な電気 設備工 事を施工され保全、 保安に努力さ れており ま

す 事大変心強 く思っ ており ます。

終りに、 協 同組合千葉電 友会の益々の ご発展と会員 各社の ご繁栄を祈念申し上 げま

す 。

’



（６） （協） 千葉電友会だより

『電気設備課の歩み』

千葉市建築部技監兼電気設備課長 清 水 克 祐

組合員 の皆様には益々 ご健勝のこととお喜 び申 しあ げます。

貴組 合の機 関誌 「電友会だより」 も創刊以来 今年が記念すべ き第１０号と のこと、 お

祝い申しあ げます。 編集委員の方々 もご苦 労さ れている こ
とと思いま す。 私は昭和６１

年１１月 の創刊号より すべて大切に保存しており ます。

貴 組 合 と 共 に 歩 ん で ま い り ま し た 私 共 の 課 も、
ご存 じの と お り、

去 る４月１日 付 で、

旧設備課 が専門 別に、 電気設 備課と機械設 備課の２課に 分課い
た しま した。 この行 革

の厳しい ときに 分けていただ けたことを機械技術職員と共に感 謝いた しております。

これも皆 様のお 陰です。 過去のこの誌 上でも述
べま したとおり、 千葉市とい たしま し

ては、 人的には 昭和３８年４月 に
電気技術職 員を 採用 して、 当 時の建築 課へ配置 した の

が 始 ま り で、
そ の 中 に 私 が お りま し た。 一 方行 政 組 織

と し て は、 昭
和４２年４月１日 付 で

建設局監 理課に 設備係が故・ 矢沢栄吉様を 係長と して、 係員９名でス タートいた しま

し た
。
そ の後 次 の と お り 移 り 変 わ り ま した。

昭和４４年１０月１５日

昭和４７年４月 １日

昭 和４８年 ４月 １ 日

平成２年４月 １日

平成 ６年４月 １日

建 築 課 へ 移 る。

営繕課と教育 営繕課 に分課 し、 ２課 に設備係 を置 く。

設備課として２課の設備 係が独 立す る。

教育営繕課が廃止され保全課が置かれ設備課より設備保全係と

して分離する。

保全課の設備保 全係が電気保 全係と機械保 全係に分離する。



（協） 千葉 電友会だ より （７）

平成７年４月 １日 設備 課と保全課 の設備の係６係を統合 して、 電気 設備課と機 械

設備課に分離する。

「電気」 と 「機械」 は、 設計を始め工事の仕様書も分れており、 また施工業者も 建

築業上分離され、 職員も高校およ び大学で学科の専攻が異なり、 専門化 しているので、

工事を発注する側としては電気設備課と機械設備課とに分離するのは、 歩みの上では、

最終の形なのかも知れません。 政令市に市の半分の６市はそのようになっ てお ります。

当 課の歩みを述べてまいりましたが、 市民のためのより よい公共施設を、 私共と車 の

両 輪の関係に あります 貴組 合員 の皆様と 共に建設し、 １００万都 市とし ての 千葉市を 築

いてま いりたいと考えております。 そのためにも貴組 合が益々発展してい ただきたく、

ご祈 念申 しあげで拙 い筆を置くこ とといたしま す。

り
奏 ＼

駁
黛



（８） （協） 千葉電友 会だより

雑 感

千葉市財政部検査課 主幹 佐 々 木 亨

先日、 建築部の後輩から、 結婚式の招待 状が届きました。

一 瞬
、 戸
惑 い の 気 持 と 共 に、 嬉 し

さ が 込 み 上 げて き ま し た。

今 年 に入 って、 何 かと 暗 い ニュ
ー ス が多 く 続 いて い た だけ に、 ささ や か で はあ る が、

何 か、
ほ の ぼの し たの も を 感 じさ せ て く れ ま し た。

最近の職場で は、 結婚適齢期 を迎え
．る男性 が少なくなり、 一頃に比 較する と結婚 式

への招待も減少化 の傾向になり つつ あるよう に思えてなり ません。

そ れ だ け、
高 齢 化 を 迎 え て い る と いう こ と で し ょう か。

な ん だ か、 淋 し い 気 が しま す。

人生最大のイ ベン トである結婚式を迎える後輩も、 さぞか し心はず
むおもいに違 い

な い と 思 っ て お り ま す。

人生 と云え ば、 岩手 県の花巻市 にある高村記
念館に、 光太郎の 「甘酸是 人生」

と い

う 言葉 が色紙になっ ているそうです。

私の親 しい人から、 「みちのく」 へ旅 をした 時の記念
として頂いた言葉 のおみや げ

です が、
生きる こ との 快さ に、 ちょ っ ぴ り 感傷 が入り

雑 じっ たよ うな 「あま つ っ ぱ い」

気 持 が そ こ は か と な く 肌 に 伝 わっ て く る よう で、 好
き な 言葉 で す。

この夏は、 例年になく記録的な猛暑が続
き、 特にお盆以来の残暑はき びしいもの が

あり、 日中の暑さに加えて連日の熱帯夜に
は随分と悩まされたものです。

私も、８月 に１０件程の工事 検査をさせて い
ただきま したが、 暑さの 中で現場の仕 事

を相当 された方々に は、 それなりの御苦労
があっ たもの と痛 感させ られま した。

工事を施工される 方と、 検 査を する 立場 は若 干分野が違う よう です が、 より 良い 物

を築きあ げたいと願う人生の心は同じであろう と考えており ます。

どう か、 今
後 と も 宜 しく お 願 い い た しま す。



（協） 千葉電友会だより （９）



（１０） （協） 千葉電友会 だより

中央会補助事業のご紹介について

千葉県中小企業団体中央会 指導課主査 金吊 織 義 雄

平素中央会事業の運営につきま しては格別のご協力を賜り厚 くお礼申 し上げます。

さて、 電友会とは設立準備段階からのお付合ですので、 かれ
こ れ１０年以上になり ま

す。 思 い 起こ せ ば当 時、 現 執行 部 の
岩崎 さ ん、 喜多 村 さ ん、 桜 田 さ ん に加

え 山川 さ ん、

初代 理事長 の染谷新太郎 さん、 監事の高梨さ んな どが、 西千葉の 緑寿司 に集
ま り、 組

合の説明会を開いていろいろ質問 されたこと、 私も 中央会でのキャリ ア
があまり なく、

質 問 に 対 す る 回 答 が し ど ろ も どろ だっ た こ と を 覚え て おり ま す。
し か し
、
染谷 さ ん と

発起人の強力なリー ダー シップと設 立同意者の協力 で事前協議 から設立登記ま で比 較

的スムーズ に進行 したように記憶しております。 理事長が染谷さ んから岩崎さ んに 代

わり、 組合 事務所も黒砂 か
ら栄町に移りま したが、 組合は今も設立当初と変わりな く

相互扶助の 精神 を基調に 堅実 に運営さ れている姿を見ますと、 設 立担当者と してこ ん

なにう れしいことはありませ ん。 と同 時に組合執行 部の方々に対 し深く敬
意を 表す る

次 第 です。

組合も今年１月 で丸１０年に なりま した。 こ れからそろ そろ組合、 そ して組合員 の 後

継者の養成をお考え頂く時期に入っ てくるのではないかと思いま す。

そこで中 央会と しては組合に青年部の設立をお勧めする訳ですが、 中央会だけでも、

後継者育成ということでは様々な助成制度がありますので、 今回はこの助成制度の 中

から青年部に 関係のあるもの をご紹介 してみたいと思います。



（協） 千葉電友会 だよ り （１１）

①活 路ビジョ ン調 査事業のリフ レッ シュ枠は、 青年部 があり青年部の意見が、 組 合

に反映さ れる体制に ある組合を対 象に、 組合の将 来のあり方についてのビ ジョンの作

成及 び、 新たな構想 による事業の実戦的な展開に対する経費に対 し、 補助すること に

より組合の活性化を図ることを目的と しています。

②組合青年部研究会事業は、 組合青年部で講習会、 研修会、 視察等を実施する 際に

必要経費を補助するものです。

③ 組合指導者養成特別 研修 は、 中小企 業の若手後継者、 青年経営者、 組合の幹部 役

職員 を対象に、 その資 質向上 を図る とともに、 中小企業の 組合の指導者を育成する こ

とを目的 にしており、 こ れから 中小企業及 び組合のリー ダーとなる方々 のための研 修

で す 。

④千葉県青少年指導者海外派遣事業は、 農林・水産・商工の産業分野に従事し、 地

域・職域の団体 等の青少年活 動で指導的立 場にあって、 ３年以上の活動 暦がある１８才

～３９才の千葉県民が対象です。 若手後継者、 青年経営者はもちろん若手 従業員も対 象

となりますので、 若手社員 基礎研修の一環と しても十分活用 頂けます。 派遣先は、 毎

年イ ギリ ス ・ フ ラ ン ス ・ オラ ン ダ ・ ドイ ツ の４ヶ 国で ほ ぼ 確 定 して お り、 商 業 施 設、

青少 年施設等 を見 学する他 ドイツ では３日位 の短期ホー ムステイがあ ります。 人数 は

全 体 で６０名 程 度、 こ のう ち 中 央 会枠 は２名 です。

⑤ 中小企業後 継 者等 人材養 成事 業は、 若 手後継者、 青 年経営者又は 勤続５年以上 の

若手従業員が、 中小企業大学校 において実施する後継者等を対象とした研修等 （中小

企業カ レッジも対象） に要する受講料、 旅費、 宿白費の二分の一を補助す るものです。

何れの場合も補助対策組合となるのに制約条件があり ます。 また、 当年対象組合 の

選 定は前年の９月 頃から始まる ので早 めに中央会担 当部署へお申 し出下さい。

長期化する不 況期 の今こ そ、 これら補助 事業を上手に ご利用いただき、 組合或る い

は 組合員企業の 活性化 にお役 立て下さい。 ご発展と ご活躍を ご祈念申 しあ げます。



（１２） （協） 千 葉電友会 だよ り

小さくともキラリと光る会社をめざそう

（協） 千葉電友会 理事長 岩 崎 興 二

皆様方には組合の事 業運 営にご協力を 頂き、 大 変有 難う ご ざいま す。

平成不況も 先行きの見え ない状況のま まで各社 共、 経営にご苦労されている こと と

思 い ま す。

千葉市 ご当局においては、 今年度 より 地元企業育成 の為の、 工事発注施策をう ち だ

して頂き、 業界と して深く 感謝の意を表すものであり ます。

これから２１世紀に向かって景気の 回復があっても、 低 成長時代が続く ものと思われ、

特に千葉県は半島であり、 その中での企 業のあり 方を考えると、 限られた工事量の 中

で 経 営 を 維 持 し て い くこ と に なる。

共存共栄を計りながらの工事高は、 ある程度決められた範囲になり、 それ以上の 受

注高を望むことは同業他社 を踏みつぶす ことにもなり かねません。

厳 しい企業環境を共に生きぬいて行 く為にも、 是非、 長期的な視野をもって事業 に

当 っ て 頂 き た い と 思 い ま す。

今 ま で の 中 小 企 業 は、
ト ッ プの 才 覚 で 経 営 が 成 り 立 っ て 来 た と、

思 っ て も 過 言 で は

ないと思いますが、 これからの企業の将来は特に人材 如何にかっており、 低成長時 代

をのりきっていくには、 社員の能力 プラ ス社長の器量が必須条件であります。

電友会、 会員の中にも、 小さくても社員が誇りと希望がもてる企業と して、 立派 に

経営をさ れている会社もあり、 大きくても、 社長の能力だけで経営さ れている家業 も

あ り ま す。



（協） 千葉電友会だより （１３）

小 さく ても良い会社 とは何が必要かと考える と、 社長は自社の 事業に情熱を持ち、

理念や ロ マ ン を社 員に 伝 え浸 透 さ せ、 方針 を打 ち出 し、 そ し て実 施 し て頂 く社 員 に は、

大いなる権 限と 自由を与 え、 経営に即応させ℃いく事 が大切であります。

同族会社では社長がワ ンマ ン的な存在になり、 自由に発言できない風土になりが ち

で トップは常に社員 と共にあると言う姿勢が欠かせません。

又、 会員 の中には技術力 にす ぐれた経営者が多く みられます が、 技術者はも のを作

ることには 熱心 です が、 頑固な人達 が多く、 柔軟性 に乏しく、 対 人関係の付き合い も

限られた人 になり がちで、 営 業面での マイナスを補うことが出来ないのが現実のよ う

です。 しか し、 建設業は 良い仕事の実績 があっての営業であり、 営業も過去 の実績 の

積み重ねであります。

私共、 受注産業は、 お客様から注文があって仕 事を始めるも ので、 どう しても流 通

業等 に比 べると営業能力 が劣り、 こ れからの時代、 営業センス のある 人材の育成が 必

要であり ます。

私 は 常 に仕 事 を 受 注 す る の も、 人 柄 だと 思 っ て いま す が、 言 葉 や 行 動 に、
自 己 制 御

の 出 来 る 人 が、 優 秀 な 営 業 マ ン と 言 え る の で は な い で しょ う か。

皆様方にも中小 企業の家族的な優位性を生かし、 社員 の能力 を引 きだし、 戦略を立

て、 経営 に努めて頂く ことが、 自社 の成長につな がり、 又業界 でも存在価値のある 会

社 になっ ていくもので あります。

社内が 一丸となって 共感共鳴の出 来る土壌を作り、 時代のニーズに応え、 小さく と

もより一層キラリと光る会社をめ ざして頂きたいと思います。

私はある作家の 「不遜なれ ば未来のすべ てを失う」 と言う 言葉を念頭 に置き、 皆 様

方と共に電友会の運営に当っ て行 きたいと考え ております。

以上



（１４） （協） 千葉電友会だより

想 い 出 の 笑 い 話

城南電設企業㈱代表取締役会長

剣道七段 ８８才 並 木 刀
口日

私達 が日 常欠かせない家電製品はま ず炊飯器と洗濯機で しょう ね。 それにつ け笑 い

話 のよ う な 想い・出 があ り ま す。

昭和二年 頃の話ですが その当時私は東京電灯日本橋営業所に勤 務して居りま して 試

験係、 開発 係 な どを 担 当 して お り ま した。

こ う こ う

その頃の 照明 は素通 しの裸電球が主で商店な どでは店先に ブラ 下げて焼々 ギラギ ラ

と させ て い たも の で す。

ま ずそ れを改善 しようと 人形町の商店街から始めま した． 手順 として店主さ ん達 を

集め説明会 を開き、 東芝照明学校の関先生に平易な照明理論の講 義をお願い しまし て

も ら

皆さんに一 応納得 して貰い裸電球直接照明を グロー ブや 反射笠又 はルーバーな どで 照

明改善 をしました。 それ が大 分評判となりま して方々 から見学に 来る ようにな り、 そ

の都度電灯 会社 の並木さ んの案内説明 がありま した。

ところが 一年もたたないうちに又裸電球が ブラ下 がり出 したの です。 聞いてみ た ら

このほうが 店先 に活気が有ると云うのです。

そう云え ば夏の縁日の夜のアセチレ ン灯 が眩 しく赫い風情が思 いださ れます。 「飛

んで火に入る夏の 虫」 と、 いわ れるように動物 は輝度の高い灯 火に誘 われる本能を 持っ

ているので す。 動物の最頂点 にある人 間とて例外で はない筈です。

そこのと ころに考え が及ばずに……明灯明視論な どをかつ ぎ出 してやったも んだか



（協） 千葉 電友会だより （１５）

ら 大 失 敗 で あ っ た。

次は炊飯器 （当時は電化釜と云っ た） の笑いばな しですがその頃の品物は アルミ 釜

の底にニクロム線を張り付けた丈で勿論サーモス タットなどあ りません。

電気使用 普及の目的 でその釜でお でんの出前を始めたのです。 熱いおでん を食べ ら

れる の で 大 好 評 で はあ り ま し た が、 困 っ たこ と に なり ま した。 終 わっ てか ら 電：源を 切

ら ずに そ の まま に して お い たの で 残 り 物 はこ げ付 き、 釜 の 底 は 変形 して しま う。 こ れ

亦失敗の巻で した。

そんなことから改良 されて 今の釜 は至 れりつくせりです。

こ ん な 昔 話 を 書 き ま した。



（１６） （協） 千葉電友会だより

期
△
万

（協） 千葉電友会 副理事長 桜 田 尚 栄

私 の 読 書 は乱 読 で、 何 でも 読 ん で おり ま す。 読 み 始 める と、 食 事 中 の み な ら ず、
行

儀 悪く寝床 の中で夜 中まで読みつ づけ、 さて止 めて寝 よう と思っても目と頭がサエ て

しまい 眠れなくなっ てしまうこと がよくありま す。 年のせいかも しれません。 読書 と

いっ ても統一した書 籍では無く雑 学専 門です。 書店には良く 行きますが、 店頭に並 ぶ

ベス トセラーは一通り買いこみ読み あさります が、 小 説であれ、 伝記であれ歌集で あ

り、 古 典等百科 事典 は積読です。

何で も活字を読 んでおれば満足 なのかも しれま せん。 ただ云えることは、 本を読 ん

でいる と時々す ばらしい本、 す ばらしい言 に出会うこ とがあります。 その時の満足感、

幸福 感は本当に生き ていて良かっ たと思い、 何 とも云えない心のやすらぎをお ぼえ ま

す
。
皆 さ ん は そ う云 う こ とあ り ま せ ん か！。

今日本国内バブルがハ ジケ、 円高 ドル安 で景気が不 透明で先が全々見えません。 吾々

電気工 事業者も何と か生き延 びよう と必死の経 営改革を行い 四苦八苦しています。

先日 読んだ本の中 に、 童門冬二氏 の書いた本 で 「上杉鷹 山の経営学」 と云う 本が あ

り、 私 も 少々 感 じる 所 があ り ま し た ので 聞 い て 下 さ い。

アメ リ カ の ジョ ンＦ・ ケ ネ ディ 大 統領 が 生 き て い た こ ろ、
日 本 人 記 者 と 会 見 し て

「あなたがもっと も尊敬する日本人は誰で すか」 と質 問されたことがあっ たそうです。

その時、 ケネディ氏 は即座 に 「それは上杉鷹 山です」 と答え たといわれま す。

吾々 業者も今こ そじっくりと彼 の経営学を勉 強する必 要があるのではないで しょう



（協） 千葉電友会だより （１７）

か。 上杉鷹 山公の行った 経営改革は、 赤字を消 した だけでは無く、 人間の心の赤字 を

消 した 人で あります。 人の胸 にもう一 度他 人えの愛、 信頼を云う黒字をも どした人 で

す 。

上杉鷹山 は人間管理の原則 を此の様 に云っております。

「して み せ て、 言 っ て 聞 か せ て、 さ せ て み る」 と 云 う の で す。 何 に つ け て も 理屈 だ

け で な く
、
よ く そ の 趣 旨 を 説 明 し、 趣 旨を 分 かっ て も ら っ た と こ ろ で、 今度 は 自 分 で

実行してやってみせる。 手本を見せてその上で従わせる と云う のが鷹 山の方針 であ り

ま す。

此の言 は吾々 電気工 事業者の経営 の根源ではな いでしょうか。

協 同組 合の会員組織 はそれぞれ個 性の違う 人達 のより集まり です から、 色々と問 題

もおこる と思います。 お互良く話 し合い、 同業者 は持ちつ持た れつ共存共栄 して行 く

こと が良 い協同組合組 織と して発展 して行く原点 だと思います。

協同組 合は、 企業の 支配的役割を演 じる経済社会で、 従属的な弱い立場におかれ て

零細企業の 人達が、 その弱さを補う為に互に団結 し、 自分達の経済活動を協 同化し て

作 っ た 組 織 で す。

数有る 協同組合の中で私達の組合は事業協同組合だと思いま すが、 日本の協 同組 合

は全国で活動中の組合の数は３万余有る そうです。

とも あれタイ トルに書いた 「一期一会」 一生の内今現 在生きて此の世で始め て会い、

互いに知 りあう と云う ことのくり かえしの一生の 内、 かぎり有る命の中す ばらしい 思

い出多き 交際のできる ことを願い筆 をおきます。



（１８） （協） 千葉電友会 だより

『安全・安心』 への思い

松下電工株式会社 千葉電材営業所 所長 大 西 敏 憲

日頃は、 組合員の皆 様には私 どもメーカー商品 をご愛顧賜り まして有難う ご ざいま

す。 ここ に有難く厚く御礼申 し上 げます。

今回寄稿 依頼 を賜り、 さて何を述べさせていた だこうか考え ましたが、 今 年は年 明

け早 々 よ り 大き な 事 件 があ い つ ぎ発 生 致 しま した。 そ こ で、 安 全・ 安 心 に つ い て 思 う

所 を述べ させて頂きます。

１月１７日未明 に 淡路島を震 源地とする大 地震 が発生、 阪神地区に大 災害をも たら し

たわけで ありますが、 私の身近の人達の中で家屋全焼の被害、 又、 一 瞬に してご両 親

を失くす という不幸な災害を被った人が居られ、 その時の様子を伺うと災害の恐ろ し

さ を ひ し ひ しと 感 じま す
。

又、 過 日私の生れ故郷であります明石の実家へ帰る機会があり、 寸 断され ていた 鉄

道も復旧 した 時機でもあって：車窓より被災地を見させて頂いたのですが、 大阪 から 兵

庫 県 へ 入 り
、
尼 崎 ・ 西 宮 ・ 芦 屋 ・神 戸 と 進 ん で行 く に 従 い 家 屋 が倒 壊 し、 更 地 と い う

か空地になっている所が目立っていました。 私 の青春時代の思い出の詰まっている 三

宮 は、 ＪＲ阪 急 の タ ーミ ナ ル で あっ た 阪 急 会 館 は 見 る 影 も な く、 神 戸 新 聞 会 館、 神 戸 そ

ごう
、
神 戸 市 役 所、

ト ー ア ロ ー ド等 々 見 る に忍 び な い 姿 に な っ て い ま した。
一 日 も 早

い復興を心より願う ばかりです。 地 震という 予測 出来ない自然災害は今後も起こり 得

るな ら ば、 お 建 て にな る 段 階で も っ
とア ドバイ ス で きる ので は な いか、 こ れか ら は 我 々

の知識を活かして今一押 しのご提案 をしなければならないと、 お互いに決心 した
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い も の で す。

あか り

電気設備 の安 全安心は勿論、 非常時の灯、 あるいはも っと軽く て丈 夫な瓦があれ ば

も っとしっ かり した外装であ れ ば、 家具や 備品が倒 れな い構造だった らな ど、 設備 や

部 材の専 門家と して変化を持 った提 案が出 来る 分野はい くらでもあります。

又、 地震 ばか りではなく一 連のオウム騒動や拳銃による殺 人事件の続発な ど、 日 本

も 最 近 急 に 物 騒 な 国 に な っ て 来ま した。

こう した犯罪対策という面からも、 安全安心という 社会ニーズに本腰を入れて取 り

組む時期が来たようです。 今までの 「安全はタ ダ」 と言う考えを一度 捨て去ってお 客

様に何を提案して差 し上げられるかを、 じっくりと考え てみて下さい。

新 築 需 要 はも ち ろ ん、 既 設 の 住 宅 や 店舗、 オ フィ ス に も 我々 がお 役 に 立て る 場 面 は

た く さ ん あり ま す。 プ ロと し て の 知 恵 を絞 っ て、 犯 罪や 火 災な どの 人 災、 地 震 や 風 水

害 などの自然災 害から 「命」 を守るという 視点で、 新 しい提案の出来るメーカー業 界

に なりたいと考 える次第です。

饗’
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一 総会報告

第１１回 通常総会開催

第１１回通常総会が５月２２日午 後２時３０分より千葉市内のち ば共催会館に於て組合員７１

名 （委任状含む） 出席のもと開催されま した。

総会議案審議に先立ち挨拶に立った岩崎理事長は、 まず組合員 に 「この厳 しい経営

環境を認識 して経営に当たってほ しい」 と提唱され、 対策と して 経費の削減、 発注等

の 検 討 の み な ら ず、
特 に、 労 務、 管 理 等 の 工 夫 に よ る

生 産 性 の 向 上 を重 視 し、 各 社 の

目標、 目的達 成の為頑張って頂く様述
べた。 又組合員の アンケー ト調 査から出 た① 常

に会員の意 見が尊重さ れる組 合運営 ②若手の指導 的立場の 人材 育成 ③青年 部の 発

足等の意見 をどう具現化する か、 熱意 ある話 しをさ れた。

次に議 案審議に移り、 平成６年度事業 経過 報告、 同収支決算監査報告、 平成７年度 事

業計画案、 同予算案、 を原案通り 可決承認された。 また任期満了による役員 改選は 一

部 の 変 更 を 伴 う、 大 半 の 留 任 と なっ
た。

引き続き検査課、 電気設備課、 建築総務課、 （財） 日本建築情 報総合センターよ り

行政説明を頂き総会及 び説明会を終了 した。

総会終了後、 千葉市幹部をは じめと して千葉県中小企業団体中 央会、 関係団 体等 の

ご来賓をお招 き して、 総勢１２１名の出席の もと、 懇親会 が開催さ れ、 な
ごやか なう ち

午後７時に散会 した。

（徳 久）



（協） 千葉電友会だより

【新 役 員】

■ 理事長 （代表理事）

■ 副理事長 （理事）

■ 理 事

■ 監 事
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（千葉塚 田電気㈱）

（千葉電気工事㈱）

（㈱桜田電設）

（山栄電機㈱）

（藤沼 電設㈱）

（㈱ 橋本電業社）

（㈱新千葉電設）

（城南電設企業㈱）

（昌信電機工事㈱）

（㈱ 光 栄 電 設工 業、 新 任）

（旭 電工㈱）

（千 葉 電 建 ㈱、 新 任）

（２１）
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施 設 見 学 研 修 会

平成７年 度の県 外研修会は６月９日～１０日の２日間、 参加者３９名にて開催さ れま した。

１日目は あいにく の悪 天候に道路 封鎖の関係でス ケ ジュールが大 幅に遅 れた為、 残

念 ながら予定 しておりま した西福寺・開山 堂の参拝を取りやめホテルへ 直行となりま

し た。

宿泊は八百年 の開湯の歴史 を持つ新潟県 ・大湯温泉の、 ホテ ル湯元 にて日頃の疲 れ

を 癒 し、 楽
しい 懇 親 の夜 を 過 ご しま した。

２日目になりますと１日目嘘 のよう に天候 にも 恵ま れ、 秘境漂う奥只 見湖 を遊 覧船に

て見学、 美しい景観を目 に焼 き付 け帰路に つき、 無事研 修会を終了い たしま した。
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第２９回千葉電友会 ゴルフコ ンペ

平成７年６月１日 於 平川カ ントリ ークラ ブ

新東電設㈱東内健史さん快挙、 千葉電友会 ゴルフコンペ第２９回の 開催に於いて

６／１日 （晴） 平川 カ ン ト リーＩＮＩ３番１０６ヤ ー ド打 ち 下 し を９番 アイ ア ン に て 見 事ホ ー

ルイ ン ワ ン を 達 成 し ま し た。 コ ース に 響 き 渡る 歓声 に 午 前 を 回る パ ー ティ ー も 何 事 が

発生したのかと驚きま した。 昼食に上り、 ホー ルイ ンワンと言う言 葉がハウス内 に飛

びかい同一競 技者以外半信 半疑でいま したが東内さんの顔色 を見て 事実が判明 しま し

た。 現実にかえり当人はも とより参加者から出る 言葉 は保険に加入 しているか否 かの

言葉ばかり、 幸い保険に加 入 している事 が判明し一安 心、 しかし尾 を引き午後のスコ

アーは皆 様の ご想像におま かせ致します。

パーティー もホー ルイ ンワンの話で盛 り上がり富士 見町のクラ ブの貸切りだの、 記

念品の話な ど東内さんは赤 くなっ たり青 くなっ たり大 変なもので した。 結局栄町のズ

ナックを貸 し切り、 夕 方か らの雷雨と 共に大騒ぎの中 でお祝いを致 しま した。

いくら かかったかな？

（幹事 有川、 村越）

成績は下記 の通り。

優 勝 北園電業

準優勝 木村建設

三 位 伊藤電業

Ｂ． Ｇ 伊 藤 征 司 氏

北園 晧三氏

福井 芳郎氏

伊藤 征司氏

鋤／
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事務局だより

回 言卜 報

（組合員）

●初代理事長 染谷理事長 逝去 （（株） 染谷電気商会 代表取締役）

嚢 鷺 華
去る７月’８日初代 醇 長染谷 駄良区氏が急逝され

ま し た。

祈り 致 しま した。

●片岡電工 （株） 営業担当部長 佐藤克治様

平成 ６年１１月 ５ 日 享年６４才

●東陽電気工事 （株） 営業部営業部長 三上政信様

平成 ７年２月２０日 享年６８才

● （株） 橋本電業社 設備事業部営業課長 金子義雄様

平成７ 年３月 ７ 日 享年５７才

● （株） 吉田電設 代表取締役 吉田孝次氏 御尊父良雄様

平成７ 年４月１０日 享年８３才

●藤沼電設 （株） 代表取締役 藤沼清一氏 御母堂静枝様

平成７ 年５月 ９ 日 享年８８才

●大秋電気工業 （株） 代表取締役社長 丹羽 茂様

平成７ 年１０月１９日 享年５９才

一 謹んでお悔やみ申 し上 げます 一
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回 新規加入組合員

（賛助会員）

○藤長電気 （株） 東関東支店 取締役支店長 須山由一氏

（住 所） 千 葉 市 稲 毛 区 黒 砂１丁 目５番１４ （ＴＥＬ） ２４１－２５５２

○ ホーチキ （株） 千葉支社 支社長 田中孝明氏

（住所） 千葉 市中央区新宿２丁目３番 地１６号 （ＴＥＬ） ２４１－５５９６

０ （株） 千歳防災社千葉営業所 専務取締役 田中公平氏

（住 所） 千 葉 市 緑 区 誉 田 町２丁 目２１－９９４ （ＴＥＬ） ２９１－７４８３

（成 東 本 社ＴＥＬ） ０４７５－８２－２８０４

回 退 会

（賛助会員）

〇三 京商事 （株） 平成７年 ３月３１日付 にて退 会されま した

○ユ ニペックス （株） 平成 ７年 ９月 ７ 日付 にて退 会されま した

回 住所変更

（賛助会員）

７ 年６月 大崎電気工業 （株）

（新） 千葉市中央区中央４丁目８番１号 千葉フコク生 命ビル７Ｆ

ＴＥＬ （２２１） ５７１４

（旧） 千葉市中央 区登戸１丁目１８番１０号

ＴＥＬ （２４１） ７４４７

第４回千葉市優良工事請負業者決定

平成７ 年１０月２４日ち ば共済会館 にて、 本組合員 の 千葉塚 田電気 （株） 代表取締役

岩崎興二氏、 高 率電設 （株） 代表取締役小 川重二氏 が受 賞されま した。

一 おめでとう ございます。 一
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入 札 結 果 報 告

Ｈ ６．
１０
．
１ ～ Ｈ ７． ９． ３ ０

単位 千円

落 札 日 工 事 件 名 社 名 落札金額

Ｈ６．１０．３
市営 住宅轟町第１団地建替事業 第２１区電気設備工事 橋 本電業社 ２億 ００，

０００

ク （仮称） 消防防災センター管理棟宿舎棟新築電気設備工事 尾 高・東陽ＪＶ ２億 ７２，
０００

４ 川戸中学校・給食受取室改築電気設備工事 水沼電業社 ３
，
１２０

１１ 誉田公民館・改築電気設備工事 増田電気工業所 ８８，７００

〃 （仮称） 貝塚公民館・新 築電気設備工事 冨田 電機工業 ５１，０００

１２ 市道道路照明灯 設置工事 笈川 光和 電気 １０，３８０

〃 市道道路照明灯設置工事 （その２） モデン工業 ２１，
３００

〃 都賀の 台公園他照明灯設置交換工事 粟飯原電気商会 ５
，
２００

〃 六方郡市 下水路・水位計設置工事 京葉電気計装 ５
，
１００

〃 浜野保育所調理 室増 築改 修電気設備 工事 北 陽電機産業 ３，７００

〃 動物公園・中央売店増築電気設備 工事 東電工 ３，６８０

２１ 市営住 宅小倉台団地・電気設備改修工事 北進電設 ９，８００

〃 検見川 小学校他１校・コンピュータ室 整備電気 設備工事 染谷 電気商会 ５，６６０

〃 蘇我小学校他２校・コンピュータ 室整備電気 設備工事 昌信 電機工事 １０，７５０

２５ 千葉駅北口第２自転車駐車場新築電気設備工事 京葉電設 ６，７５
０

３１ 加曽利中学校他１校・保健室改修電気設備工事 東電工 ２，４８０

〃 宮 野 木 小 学 校 ・ コ ン ピ ュ ー タ 室 整 備 電 気 設 備 工 事 黒 田 電 気 商 会 ４，２７０

ク 横 戸 小 学 校 ・ コ ン ピ ュ ー タ 室 整 備 電 気 設 備 工 事 光 電 社 ２，７００

〃 都小学校・ プール附属屋改築電気設備工事 吉田電設 ３，９
００

〃 山王小学校・ プー ル附属屋改築電気設備工事 広尾電設 ３，
２５０



（協） 千葉電友会だより （２７）

落 札 日 工 事 件 名 社 名 落札金額

Ｈ ６．１１． １ 柏 井 小 学 校 他１校 ・ コ ン ピュ ータ 室 整 備 電 気 設 備 工 事 双 葉 電 設 ４
，９００

〃 中 央消 防 署 生 浜出 張 所 他１ヵ 所・施 設 管 理 対 策改 修設 備 工 事 北 陽 電 機 産 業 ６，３５０

９ 千草台小学校・コ ンピュータ室整備電気設備工事 光電社 ３，２５０

〃 誉 田 小 学 校 ・ コ ン ピ ュ ー タ 室 整 備 電 気 設 備 工 事 オリ オ ン 電 気 工 事 ２，９３０

〃 中央卸売市場・Ａゲー ト検門所取設電気設備工事 ヒカル 電気工業 ４
，
０００

〃 花見川 区第一中学校・フしル附属屋 改築電気 設備工事 川 島電 気設備 ４
，
０００

１１ 市道道路 照明灯設置工事 （その３） アイシン電気工事 ２５，０００

〃 千城小 学校他１校・コンピュータ 室整備電気 設備工事 双葉電 設 ７，３５０

〃 誉田東小 学校・コンピュー タ室整備 他電気設 備工 事 山栄電機 ５，３００

〃 花園中学 校・プー ル附属屋 改築電気 設備工事 染谷電気商会 ６，０００

１６ 千葉公園 野球場・ 夜間照明 塔電気設備工事 北斗電業 ３６，０００

〃 緑が丘中学校・照 明増設工 事 新千葉電設 １１，１００

２４ 葛 城 中 学 校 他１校 ・ コ ン ピ ュ ー タ 室 電 気 設 備 工 事 山 栄 電 機 ６，５６０

〃 大森小学校・受水槽改修電気設備工事 昌信電機工事 ４，５５０

〃 末広中学校他２校・格技場新築電気設備工事 俵屋電気工事 ９，０００

１２．２ 県道土気停車場千葉中線他・道路照明灯設置工事 太陽電設工業 ５４
，
０００

７ 塩田町誉田線・道路照明工事 奄美電設 １０，５００

〃 幕張中学校・受水槽改修電気設備工事 染谷電気商会 ４，８４０

１３ 桜木霊 園・外好改修工事 双葉電設 ４，４００

１４ 中央浄化センター・第一系 統消化 ガス 流量計 設置工事 滝口 電気工業 １０，４００

２０ 磯辺 第二小学校・コンピュータ 室整備 電気設備 工事 笈川 光和電気 ４，２９０

２２ 高洲第 三小学校 ・コンピュータ室 整備電気 設備工事 滝口 電気工業 ５
，
１５０

〃 高洲 第二小学校 ・コンピュータ室 整備電気 設備工事 野口 電設工業 ４
，
１３０



（２８） （協） 千葉電友会 だより

落 札 日 工 事 件 名 社 名 落札金額

Ｈ ６．１２．２２
磯 辺 第 四 小 学 校 ・ コ ン ピ ュ ー タ 室 整 備 電 気 設 備 工 事 安 藤 電 気 工 事 ４，８

４０

Ｈ ７． １．
３１ 臨 港 プ ロ ム ナ ー ド 照 明 灯 設 置 工 事 （そ の４） 福 井 電 機 ３４

，
０００

２． ６ 新 宿 中 学 校 ・ プ ー ル 改 築 電 気 設 備 工 事 小 峯 電 業 ５１
，
０００

３．２２ 塩 田 町 誉 田 町
線 ・ 道 路 照 明 工 事 （そ の２） 奄 美 電 設 ９，４５０

４．１８ （仮 称） 千 葉 市 屋 内 相 撲 場 新 築 に 伴う 切 廻 し 電 気 設 備 工事 野 田 電 設 工 業 ３，０８０

１９ 千葉競輪場管理棟改修電気 設備工 事 豊田電気 ２６，２００

５．１７
千 葉 ポ ー ト ア リ ー ナ ・ メ イ ン ア リ ー ナ 照 明 交 換 工 事 北 陽 電 機 産 業 ６，４

００

２２ （仮称） 三角町清掃工場管理棟電気設備工事 協同電業社 ５２
，
３００

２４ （仮称） 三角 町リサイクル プラ ザ新 築電気設備工事 岡田電気工事 ３８
，
４００

３１ 若 葉 消 防 署 泉 出 張 所 他４ヵ 所 ・ 施 設 管 理 対策 電気 設 備 工 事 伊 藤 電 業 ２２，４５０

〃 中央消 防署 臨 港 出 張 所 他５ヵ 所・施 設 管 理 対 策 電 気 設 備 工 事 成 田 電 機 ２９，１５０

〃 花見川消 防 署 作 新 台出張 所他５ヵ所・施設 管 理 対 策 電気設備工事 東 陽 電 気 工 事 ２３，
２００

６． ６ 千城台東小学校・内部
改造二期電気設備工事 進和電気 ３

，
６００

７ 千城台西中学校・内部改造一期電気設備工事 桜田電設 ４１，
５００

〃 憤橋小学 校・散水 電気設備工事 トマツ 電設 ６
，
３５０

〃 千草台小 学校・散水電気設 備工事 京葉 電設 ８，５００

ク 坂月 小学校・散水電気設備 工事 双葉電 設 ５，１００

１３ 高洲第一小学校・内部改造二期電気 設備工事 安藤電気工事 ３，７８０

２１ みつわ台南小学校・散水電気設備工事 光栄電設工業 ５，１５０

〃 星久喜小学校・散水電気設備工事 渡辺電気工業 ５，７００

〃 幕 張南小学校・散水電気設備工事 大東電設 ７，５
００

〃 柏 台小学校 ・散水電 気設備工 事 広尾電設 ８，０００

〃 生 浜西小学 校・給 食室増改装 電気設備 工事 千葉電建 ８，３００



（協） 千葉電友会 だより （２９）

落 札 日 工 事 件 名 社 名 落札金額

Ｈ ７． ６．２７ 小 谷 小 学 校 ・ 散 水 電 気 設 備 工 事 成 安 電 業 ３
，
６７０

２８ 土 気中学校 ・散水電気設備工 事 千葉電建 ５，８００

〃 平 山小学校・ 散水電気 設備工 事 吉田電設 ８，４００

７． ５ 千 葉競 輪場 バ ックス タン ド１階 通路 天 井改 修他 電 気 設 備 工 事 豊 田 電 気 ５，６５０

１０ 平和公園 （Ｄ地区その４他） 電気設備工 事 尾高電工 １億 ２５，５００

１２ 中央 浄化 センター ・脱水用 汚泥濃度 計交換工 事 京葉電気計装 １０，５００

〃 黒 砂、 高 洲 第 ニ ポ ン プ 場 ・ 流 量 計 交 換 工 事 京葉 エフ・ディ ・ケ ー １７，０００

２５ 市道土気２８号線・ 道路改 良に伴う 電気設備工事 北園電業 ４，５５０

８． １ 積 橋 保 険 セ ン タ ー ・ 内 部 改 修 電 気 設 備 工 事 光 電 社 ３，２５０

〃 さつき が丘中学校 他１校・部室新築電気設備工事 安藤電気工事 ４，７２０

２ （仮称） 屋内相撲場・新築電気設備工事 木村建設 ２１
，
９００

２２ 土気中学校他１校・視 聴覚室他 整備電気 設備工事 千葉電業社 ３
，
１００

９． ５ 京成電設 橋梁下地１ヵ所・照明灯 設置工 事 笈：川光和電気 ２
，
４７０

６ 市営住宅 千城台第１団地・電気設備改修工事 聖電社 ８
，
２７０

〃 市営住宅小倉台団地・電気設備改修工事 冨田電機工業 １５
，
５００

１２ 美浜長作町線・道路照明工事 染谷 電気商会 ４，１００

２２ 市営住 宅千城台第５団地・電気 設備改修工 事 大秋 電気工業 ４１，５００

〃 市営住 宅千城台 第７団地・電気設備改修工事 オリオン電気工事 １８，０００

２６ 市立北部図書館 ・改築電気設備工事 アイシン電気工事 １億 ３５，０００

〃 新宿小 学校・ プール改築 電気 設備工 事 山栄 電機 ６４
，
０００

２７ 稲 丘 小 学 校 他１校 ・ コ ン ピュ ー タ 室 整 備 電 気 設 備 工 事 滝 口 電 気 工 業 ８，１００

〃 花 見 川 第 一 小 学 校 他２校 ・ コ ンピュータ 室整 備 電 気 設 備 工 事 広 尾 電 設 １４，２００

〃 都 小 学 校 他１校 ・ コ ン ピ ュ ー タ 室 整 備 電 気 設 備 工 事 大 信 電 業 ９，３００



（３０） （協） 千葉電友会 だより

落 札 日 工 事 件 名 社 名 落札 金額

Ｈ ７． ９．２７ 大 宮 小 学 校 他１ 校 ・ コ ン
ピュ ー タ 室 整 備 電 気 設 備 工 事 吉 田 電 設 ５，０００

〃 平山小学校他１校・コンピュータ 室整 備電気設 備工事 渡辺電気工業 ５
，
４００

〃 小 中 台 南 小 学 校 ・ 照 明 増 設 工 事 ト マ ツ 電 設 ８，３００

〃 高洲第二小学校・照明増設 工事 成安電業 ５
，
８１０

〃 国 道１４号 ・ 道 路 照 明 灯 設 置 工 事 豊 田 電 気 １５，７００

〃 市営住宅高浜第１団地・ 電気設備 改修工事 伊藤電業 ４０，７００

一 一蜘翻嚥鵬蜘轍蜘繍愈轍 一
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電誌曇尉：Ａｉ＊蛮跨が肇わ癒黍矯｝

し ＿ ＿＿＿＿＿＿

番号掛間違いの為、 苦情の電話が何度も 入りました。 相手の方も相 当お困りのよ

う で す。

このため、 電話番号及 びＦＡＸ番号を新しい番号に変更致 しま すので、 今後間違い

のないよう確認の上 ご連絡下さい。

●電話番号 ０４３ （２２２） ７４９１

●ＦＡＸ番号 ０４３ （２２２） ９８３７

●変 更 日 平成 ７ 年１２月 １ 日



（協） 千葉電友会 だより （３１）

躍進を続ける干葉県のメーカー

愈 酬咄■ｏ
太陽の限りない強力なエネルギーが美 しい自然を育み、

万物の生命の根源をなすように、 強烈な情熱と技術力に

よって豊かな都市づくりの一端を担っていきたい。

営業品目：高低圧受配電盤・監視盤 ・各種制御盤

株式会社 大 東 電 機 製 作 所
代表取締役 大 薗 力

事業所 〒２８９－１１ 八街市沖字中沖６０１番地 ＴＥＬ Ｏ４３４４５６７５１番㈹

先端技術で２１世紀を創造する

配 電 盤 製 造 販 売

△
ＣＨＩＢＡ ＤＥＮＫｌ

千葉電機株式会社
本社 〒２６４ 千葉県千葉市若葉区加曽利町４７５－１

電 言舌 ０４３（２３１）８７５５ Ｇ℃）

ＦＡＸ Ｏ４３（２３２）０４７９
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（協） 千葉電友会だより （３３）

電 線 ケ ー ブル 他 資 材 専 業 特 約店

藤長電気株式会社
東関東支店

取 締役 支店長 須 山 由 一・

〒２６３ 千 葉 市 稲 毛 区 黒 砂１－５－１４

Ｔ ＥＬＯ４３－２４１－２５５２ ＦＡ ＸＯ４３－２４１－２４７２

自動試験機能でラン

インテリジェント 　　システム

ＲＸκ一６

ニングコストを低減！
中規模から大規模までカバーする、最大９系統の伝送システムを構築。
大型複合ビルにおける防災システムの信頼性向上に威力を発揮しますも

特 長 勧

鋤

● 自動 試 験 機 能付 アナログ 式感 知 器 の採 用

● 操 作 性、視 認 性を

大 幅 にアップする

大 型ＬＣＤタッチパネル

● 画 面のハードコピー が

可 能 な内 蔵 プリンタ

。
藪

野

鱒

．
、

鑛
圃

％欝
戦
難
螺

羅

療盤

▼蟹

、

瓢

蔑

〉

＜ｅ＞ 二Ψ７二．株式会杜

手 葉 支店／〒２６２ 千 葉市 花 見 川 区幕 張 本 郷５－１２－５ 盈０４３（２７５）７５７６（代 表）

本 社／〒１５１ 鯨 都渋谷
鷺乞
谷１曹１１ゼ 雰０３

響
）１１
１！ 織



（３４）
（協） 千葉 電友会 だより

ＴＯＳＨＩＢＡ

地場に育まれ 奉仕し 明日へ躍進

電設資材総合卸
照 明 器 具 ・ 配 線 器 具 ・ 換 気 扇 ・ 各 種 光 源

配 電 盤 ・ 分 電 盤 ・ 制 御 盤 ・ 受 変 電 設 備

Ｈ Ａ 機 器 ・ Ｏ Ａ 機 器 ・ 家 電 製 品 ・ 住 宅 設 備 機 器

配 線・ 電 績 ・ 電 線 管 及 附 属 品 ・ そ の 他 電 機 工 事 材 料

千葉東芝電材株式会社
本 社 千葉市中央区中央港２丁目４番１号

〒２６０ ０４３ （２４２）８１４５㈹

ＦＡＸ Ｏ４３ （２４２） ８１４８

千 葉 営 業 所 〒２６０ 千葉市中央区中央港２－４－１

木 更 津 営 業 所 〒２９２ 木 更 津 市 請 西 ２－１－１２ 盈０４３８（３７）６１１４

東 金 営 業 所 〒２８３ 東 金 市 堀 上 ２７４－１ 含０４７５（５５）５４８１

市 川 東 葛 営 業 所 〒２７２ 市 川 市 二 俣 １－１３－１１ 含０４７３（２８）５００２

佐 原 営 業 所

成 田 営 業 所

「

盈０４３（２４２）８１４１ ㈹ ＦＡＸ．０４３（２４２）８１４８

ＦＡＸ．０４３８（３７）７３８０

ＦＡＸ．０４７５（５５）５４８４

ＦＡＸ．０４７３（２８）５１１７

〒２８７ 佐 原 市 佐 原 ロの２０２８ 君０４７８（５４）１６３３㈹ ＦＡＸ．０４７８（５２）３６６３

〒２８６ 成 田 市 並 木 町２１９・２５８ ８０４７６（２２）３２５１ ㈹ ＦＡＸ．０４７６（２４）３２２９
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（協） 千葉電友会だより （３５）

パー トナーの 松下電工と 共に、

施工の効率化で世の中に貢献します。

峠一
今 ワ 見えてきます

電設資材総合商社

㊥〉東京電材株式会社
本 社

東 京 営 業 所

千 葉 営 業 所

船 橋 営 業 所

野 田 営 業 所

柏 営 業 所

成 田 営 業 所

茂 原 営 業 所

東 京 都 墨 田 区 向 島 ２－２２－５

東 京 都 墨 田 区 向 島 ２－２２－５

千 葉 市 中 央 区 末 広 ３－５－７

船 橋 市 日 の 出 ２－１ ４－７

野 田 市 中 根 ５ ４ － ６

柏 市 北 柏 ２ － ２ ２ － ５

千葉県 印旛郡富里町 日吉倉４７－２

茂 原 市 木 崎 ２ ７ ９ － １

ＴＥＬＯ３ （３６２３） ７００１ （代） 〒１３１

ＴＥＬＯ３ （３６２４） ４３３１ （代） 〒１３１

ＴＥＬＯ４３ （２６４） １１２１ （代） 〒２６０

ＴＥＬＯ４７４ （３５） ７２２１ （代） 〒２７３

ＴＥＬＯ４７１ （２５） ４１１１ （代） 〒２７８

ＴＥＬＯ４７１ （６６） １２１１ （代） 〒２７７

ＴＥＬＯ４７６ （９３） ５１１１ （代） 〒２８６－０２

ＴＥＬＯ４７５ （２２） ５１８１ （代） 〒２９７



（３６） （協） 千葉 電友会 だより
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す べ てに 安心 の マ ー ク がつ い て い ま す。

優良 機材

推 奨 認 定 品

ＧＲ付開閉器の取付 けをお奨め じます♂

Ｎ㎝ Ｋ Ｌ Ｔ ・ Ｖ － Ｕ Ｇ Ｌ 登 場 で ラ イ ン ナ ッ プ も 充 実 ！

Ｆτ内露 σ６！５

傲御 融 を 灘 乙でのまナノ
蝦の誕瀞で新たに齢電 鱗 のための
ヱｒ專が 醗 な 翻 な どに編煙です。
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ｏ」７ 〃一
Ｐ ６！５

翻 形・ 麓 を実現！
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Ｖ Ｔ 無 し も あ り ま す。

，４、形
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籍
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明日を創 造する
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北 闘 菓 営 葉 所 」匿ＰＯ４８－７２２－７７５０

篤京：戸上電１纈 売 容０３－３４６５－３１１１
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（３８） （協） 千葉電友会だより

〔営 業 種 目〕

放 送 設 備 ・ Ｔ Ｖ 共 聴 設 備 ・ 特 殊 音 響 設 備

親子時計 設備・イ ンター ホン設備・表示機設備

技術と信頼 の

青葉通信設備株式会社
代表取締役 岩 崎 良 昭

干 葉 市 若 葉 区 桜 木 町 ５ １ １ 番 地 １ ３

電 話 ０ ４ ３ （２ ３ ２） １ ２ ２ ０ ㈹

自動火災報知 設備設 計・施 工

各種 排 煙設 備 ・ テ レ ビ共 聴 設 備 ・ 放 送 設 備

その他 消防 設備

‘罰鮨■ｒ引匿尋 難 千葉県代理店

難 千 歳 防 災 社
本 社＝千葉県山武郡成東町富口６７４

ＴＥＬ Ｏ４７５（８２）２８０４ ・ ＦＡＸ Ｏ４７５（８２）５３２９

千 葉 営 業 所 ＝ 千 葉 県 千 葉 市 緑 区 誉 田 町２丁 目２１－９９４

ＴＥＬＯ４３（２９１）７４８３ ・ＦＡＸ Ｏ４３（２９１）２６９３



（協） 千葉電友会 だより （３９）

非常電源配電設備の適正設置
御気軽に御相談下さい

社 団法人 日本 電気協 会認定品

● キュー ビクル 式非 常専用 電源 設備

（消防庁 告示第７ 号適 合品）

変 圧 器 容 量 の ２００ｋＶ Ａ ・ ３００ｋＶ Ａ ・ ５００ｋＶ Ａ の 各 種

社 団法人 日本 配電盤工業 会認定品

● 低圧 で受 電する非 常電 源専用の 配

電盤及び分電盤
（消防庁 告示第１０号適 合品）

配 電 盤 ・ 分 電 盤 の １ 種 ・ ２ 種 の 各 種

財団法人 日 本消防 設備安全 センタ ー認定品

● 加圧 送水 装置等 の制御 盤

（消 防 庁 第１１１号 第 ５ ・ １ 適 合 品）

消 火 栓 ポ ン プ 用 ・ ス プ リ ン ク ラ ー 用 の 制 御 盤 の 各 種
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ユ ー ザ ー の 皆 様 と 共 に 伸 び ゆ く 本 社

㊥ ミヤコ電機 撒會牡 一
〒１３６ 東 京 都 江 東 区 南 砂 ２ 丁 目１０ 番 １０ 号

ＴＥＬＯ３（３６４７）２７０１（代） ＦＡＸ Ｏ３（３６４７）０９４０

〒２６０ 千 葉 市 中 央 区 松 ヶ 丘 町 ２０ 番 ４ 号

松 ヶ丘 ガ ー デ ン ヒ ル ２ Ｆ

ＴＥＬＯ４３（２６６）００２１（代） ＦＡＸ Ｏ４３（２６６）００２４

｝響時代６三』撃翼ｉｉ三応兇ぎ舳ｌＫＵＮ騰

１

命
本社 及営業 所

水 戸 営 業 所

宇都 宮営業所

干 葉 営 業 所

茨 城 工 場

営業品目
屋内外 キュー ビクル式高圧受変電 設備

配 電 盤 ・ 制 御 盤 ・ 分 電 盤 ・ 監 視 盤

キュー ビクル式 非常電源専用受電 設備

（ＰＦ－Ｓ形 １５０ｋＶＡ 屋 外 用 認 定 番 号 １２７号）

（ＣＢ 形 １５０ｋＶＡ 〃 〃 ２６８号）

（ＣＢ 形 ３００ｋＶＡ 〃 〃 ２２６号）

（ＣＢ 形 ３００ｋＶＡ 屋 内 用 〃 ２８１号）

（ＣＢ形 ５００ｋＶＡ 屋 外 用 〃 ２２５号）

（ＣＢ 形 ５００ｋＶＡ 屋 内 用 〃 ２８０号）

非 常 電 源 用 分 電 盤（消 防庁 告 示 ８ 号適 合 認 定 品）

三邦電機工業株式会社
東 京 都 墨 田 区 本 所 ３ 丁 目２２番 ３ 号 〒１３０ 藩 舌０３ ㈱２４）３５１１ ㈹ ＦＡＸＯ３（３６２５）妬１６

水 戸 市 泉 町 ２ 丁 目 ２ 番 ２９ 号 〒３１０ 電 話 ０２９２（２４）２２６１ ＦＡＸＯ２９２（２１）６４８４

宇 都 宮 市 花 園 町 ４ 番 １ 号 〒３２０ 電 話０２８６（３５）１９５１ ＦＡＸＯ２８６（３５）１８９２

千 葉市 中 央 区 長 洲 １ 丁 目２１ 番 ４ 号 〒２６０ 電 話０４３（２２１）０３３８ ＦＡＸＯ４３（２２１）０６６８

茨 城県 猿島 郡 総和 町 下 大 野 ２０００番 〒３０６－０２ 電 話０２８０（９２）０７５５ ＦＡＸＯ２８０（９２）１０１４
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（協） 千葉電友会 だより
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● 電 源 試験 ・電 路 試 験 常 時

● アクティ ブな コミュ ニ ケーシ ョン が可 能 な

嘔 ＬＣ Ｄマ ルチ デ ィス プレイ

●「何 が発 生 した か」かす ぐわ か る 音声 警 報

を標準装備

● 業界初、高精度ＩＣカ
ード によるデー タベ ース

（アド レス、地 区名 称、連動 制御 設定 等）管 理

● 電 路 設計 に ゆと り を生 む総 延 長２ ０ｋｍの

伝送距離

■新 採 用の 差 し込 み 端子 付 中継 器 で施 工 作

業を大幅短縮

。
灘
●非常放送設備の新規格に 舗

Ｒ－２”

難

難

＝ ； ゾ ＝＝ ▲ に 圭 ・

防災シ ステム ／

に 圭 ．

● 感 知器 自動 試験、予備 電源 試験 １回／１６８ｈ

● 電 源 試験 ・ 電路 試験 常 時

● 自 火 報 はＲ 方式、 防排 煙 はＰ方 式 で接 続

す る八 イ ブ リソ ド・シ ステ ム

●１０キー をな くし、簡 単・確 実操 作を 実 現 し

たＬＣ Ｄマ ルチ・ディ ス プ レイ

●「何 が発 生 した か」が す ぐわ か る音 声警 報

を標準装備

● 業 界初、高精度ＩＣカー ドに よるデータベー ス

（アド レス、地 区名 称、連動 制御 設定等）管理

● 電 路 設計 に ゆと りを 生 む総 延 長２ ０ ㎞の

伝送距離

● 非 常放送 設備の 新規 格に 対 癒（オプション）

メ～一１５
ハ 騙 能 美 防 災 株 式 会 社 千葉支社／〒２６０ 千葉市中央区若草１－２－１２ 皿．（０４３）２６６－０３０３Ｆ《Ｘ（０４３）２６６－０３４４

編 集 後 記

我々 の属する建設 業界は、 バ ブルの崩壊後の冷えきった民間工事に於て、 各業者間の 絶

対量の確保と思われる ダンピング競 争が続く昨 今です。

中小 零細企 業は、 一向に好転する気配を見せない景気に混迷する ばかり です。 しか し、

今が試 練の時であり、 業界一致団結 して、 この厳 しい時期を乗り越えなければと思います。
「電 友会 だより」 の発刊にあたり、 ご当局並 びに関係各方面の皆様より、 御 寄稿いた だ

きま した。 御協力のお 陰で充実 した第１０号を発刊する事が出来ました。 こ の度、 御寄稿い

ただきま した方々に厚く御礼を申 し上 げますと共にこれからも会員 相互の 親睦交流を活発

に す る 為、 仕 事、 趣 味、 旅 行、 人 生 経 験 等々 な ん で も 結 構 で す の で、 是 非御 投稿 下 さ い。

皆様 に喜 ばれる会 報に したいと願っております。 （好 地）
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